
秋の

丁O RROAD

イベン

トアロード・
手跡

クラフトアートフェア

C肥4FZ4R T

E4I樺20の
10月8日(土) ・9日(日)

10こ00̃18:00トアロード一帯

雨天決行 台風等やむをえず中止の場合は翌週15・16日に開催

園間トアロート・クラフトアートフェア実行委員会 密078-801-7992 http互OrC「aft.jp・/

トアロードの歩道沿いに、ずらりと並ぶ展示ブース。今年も全国各地から寄せら

れたたくさんの応募の中から、約50の出展者が選ばれ、それぞれに個性あふれる作

品を持ち寄り、展示・販売。陶器、絵画、手芸品、木工、ガラス工芸品、アクセサリー

などなど、マイスター自慢の「ここでしかない」商品たちが勢揃い。あなただけのお

気に入りの-点を見つけに行こう。

園関連イベント

クラフトアートセミナ一

子どもたちが気軽にクラフ

トに親しめるチルドレンブース、

吹きガラス体験などを開催。

無料。

ストリートミュージック"

似顔絵コーナー
トアロードの街角でミュージ

シャンがライブコンサート。 2

日間の問、数回ステージを開

催。似顔絵コーナーのブース

も企画されている。
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ント情報

困麹覇
イベ

第24回神戸ジャズストIノ-卜

監禁,蹴E T
12:00-17こ00三宮・北野町・トアロード界隈

鵜間 神戸ジャズストリート実行委員会総務局 密078-232-3211

http://WWW.kobejazzst「eet.gr」p/

★オープニングパレード
両日とも11 :00から阪急三宮北側広場より

★会場
神戸外国倶楽部/北野工房のまち/ソネ異人館通/インドクラ
ブ/CROSS/BASiN STREET/MiDNIGH丁SUN/GREEN

DOLPHIN/DAY by DAY/ソネ/神戸女子大学教育センター

/神戸電子専門学校ソニックホール/神戸バプテスト教会/春
志音/新神戸オリエンタルホテル

今年は国内外から約300人のプレーヤーが参加。入場券がわり

のワッペンをつけて「ジャズのはしご」が楽しめる。

●NHK神戸放送局も会場になります!

無料でジャズコンサートが楽しめます
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「お-い、ニッポン私の・好きな・兵庫県」

BS2で全国生中継10月2日(日)午前11 :00-午後6こ00〆

NHK神戸放送局

1階トアステーション恒例イベント
(入場自由)

○毎週水曜日

午後2こ30-<トアステ"ピアノ"アフタヌーン>
午後のひとときをピアノ演実でお楽しみください

○毎週金曜日

欝蒜謡競謀議筈、\〆モア
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秋のイベント邦
神戸元町
ミュージックウイーク
10月8日(土)̃ 16日(日)

神戸元町周辺地域 神戸元町商店街
看間 元町ミューシンクウィーク実行委員会密078-331「1045

ストiノ-トコンサートに関しては密078-332-1579 (アルチザンハウス)

http://mmw‘jp

商店街の中や、周辺の路上、広場などでのストリートコンサート、元町地

域のホールでの有料コンサートなどを開催。クラシック、ジャズ、ポップス、

民族音楽などジャンルは問わず、期間中は元町一帯がさまざまな音楽

に包まれる。

ストリートコンサート
10月8日(土)・9日(日)・15日(土)・16日(日)

場所 大丸神戸店カフェラ前/南京町広場/元町商店街一番街東入口/ヤマハミュージック

神戸前/グレコリー・コレ前(三番街) /まちつぐl会館(4丁目) /5丁目中央付近/6丁目フォ

ールパーク前/6丁目西入口

喜WADAホール(和田興産2陛)

9日(日) 13:30ピアノのハーモニー

12日(水) 19:00モダンアンサンブル

との出逢い

15日(土) 14:00女声合唱団

とおんきこう演奏会

16日(日) 15:00パーカッション

``たまで諦’’コンサート

喜ユーハイム3Fホール

8日(土) 14:00華麗なる

チェロアンサンブルの響き!

運命一字宙戦艦ヤマト!

9日(日) 14:00アンサンブル“実’’

秋のコンサート

鵜神戸新聞松方ホール

11日(火) 19:00元町から生まれた音楽

-スクエアピアノと神戸中央合唱国

書ホテルオークラ神戸(チヤヘル・1)ハーシュ)

12日(水) 19:00俣野ゆみヴィオラの調べ

13日(木) 19:00金閣環無伴奏バッハの

夕べ

14日(金) 19:00フラワーミュージック"

ファッションショー

(花にちなんだ世界の名曲をチャペルで)

その他、神戸市立博物館、神戸中央郵便局、神戸風月堂 

ホール、エスタシオン・デ神戸、丸太や、ヤマハミュージック 

神戸、アマデウス、JazzCAFEM&Mでコンサートを開催 
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驚イベン
ト情報

秋の文化イベントスタンプラリー

神戸アートウオーク2005

9月1日(木)̃12月11日〈日)
鵜間 神戸市民文化振興財団内ではO78鵜351鵜3597

この秋、神戸で開催されるさまざまな文化イベントをめぐり、会場に

設置されているスタンプを集めて応募すると、すてきなプレゼントが

当たるスタンプラリー。賞品は、シーサイドホテル舞子ビラ神戸宿

泊券をはじめ、人気レストランの食事券、美術展の招待券、オリジナ

ルグッズなど多数。まずは右のイラストのチラシ(スタンプシート)を

ゲットしよう。

オペラ界の新星

田島茂代ソプラノ“リサイタル
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バッハやモーツアルトの作品に適している声を

持つ、と評価されるソプラノ歌手・田島茂代。

声の美しさのみならず、抑制されたヴイヴラート

を用いた様式態あふれる曲の解釈、豊かな表

現が魅力。リヒャルト・シュトラウス作曲の歌曲、

日本の歌曲を歌う。

日時10月9日(日)15:00

場所 シーサイドホテル舞子ビラ神戸

http:〃www.maikovi‖a.co,jp

蜜078輸708-8888

料金4,500円(前売4,000円)
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神戸アートアニュアル2005

「眺めるに触れる」 (仮)

関西在住の若手作家の発掘・育成を目

的に、コンテンポラリーアートの可能性

を追求するユニークな展覧会。若手作

家の斬新で、みずみずしい表現があふ

れる。

日時10月22日(土)-「1月「3日(日) 「1:00-20:00

場所神戸アートビレッジセンター(甑vc)ギャラリー

h慣P:〃www,kavc,Or,jp 8078-51 2-5500

料金無料

神戸ジャズストリート/トアロートクラフトアートフェア/第10回アニメーション神戸/神戸元町ミュージックウィーク/神戸100年映画

祭/fls 「アンデルセン生誕200周年記念・北欧フェア」 /神戸市演奏協会演奏会ほか

兵庫県立美術館/神戸ファッション美術館/神戸市立博物館/大丸ミュージアムKOB巨/神戸市立小磯記念美術館/神戸国際
会館こくさいホール/コープこうべ生活文化センター/神戸新聞松方ホール/神戸文化ホール/神戸アートビレッジセンター/シー

サイドホテル舞子ビラ神戸ほか
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PERFOR MA NCE

S TREET 三ノ宮南にちんとんが集結!

華乃家ケイ率いる浪花のぢんとん屋「寧乃家」

JR三ノ宮駅南から機上公園、フラワーロードから国際会館の三ノ

宮南地区で開催。個性的なカフェやショップなどが並ぶこの地域に、

神戸・大阪のちんどん隊が集まって、にぎやかなパレードが行なわ

れるほか、機上グラウンドではフリーマーケット、実力派インディーズ

バンドによるミニライブコンサートなどが予定されている。

1nfo「mation

11月12日(土)13時スタート

※雨天中止(小雨決行)

喜間 三ノ宮高まちづくり協議会

密078-231 -4970 (9:00へ1 7:○○/月一金曜)
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秋のイベント

Jazz&Talk Special Concert

帰って来たりP附
かつての出演者と、そのジュニアが繰り広げる、

ご書けんなジャズと楽しいトーク。

伝説の番組「「「 PM」が帰ってくる-。

父・中曽根実とともに6歳で同番組に出演した中曽根真や25年間

ホストをつとめた藤本義-らが出演。 「A列車で行こう」 「帰ってく

れたらうれしいわ」など、スタンダードナンバーをお楽しみください。

安藤孝子、中曽根啓、畑浩史、奥村英夫ら豪華出演陣も参加。

information

11月11日(全)18時30分開演

神戸文化ホール

(地下鉄「大倉山」駅下車すぐ)

漢問 神戸文化ホール 蜜078-351-3597

前売4,500円

当日4,800円
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イベント情報

ヴミロン寧ろゃ太郎の

オペラ落語タI退公演
おもしろおかしくオペラの世界

へと誘うオペラ落語。その創

作者、ウーロン亭ちゃ太郎の引

退公演が神戸にやって来る。

有名なアリアを地声のバリトン

と裏声のカウンターを絶妙に

使い分け歌い上げながら、オ

ペラのおもしろさとストーリー

を落語の口調で解説。地声は

50歳までという持論から今年

で引退するため、神戸では今

回が最後の公演となる。神戸

で2公演、三田で1公演が開か

れる。

1〇月7日(全)19暗闇演

会場:神戸新聞松方ホールホワイエ

JR神戸または地下鉄

ハーバーランド下車徒歩約5分

喜ヴェルディ「椿姫」喜モーツアルト「魔笛」

前売2,200円

当日2,500円

友の会2,000円

園間 松方ホールチケットセンター密078-362-71 91

神戸芝居カーニバル実行委員会密090-1 91 4-4907 (中島)

10月8日(土)19時開演

会場:サロン・ド あいり

三宮下車徒歩約5分

臆プッチーニ「トスカ」

園モーツァルト「フィガロの結婚」

臆問 サロン・ドあいり蜜O78-241-1898

前売4,000円
(1ドリンク十家庭料理付)

10月9日(日)14時開演

会場:三田市立ウッディタウン市民センター大集会室

ウッディタウン中央下車徒歩約1 0分

密079-565-2443

喜レハール「メリー・ウィドウ」

園マスカー二「カバレリア・ルステイカーナ」

83

前売2,000円
(1ドリンク付)

菓開 田中和大槌079-569-1225 小川佳子密079-565-2007

呉錬堂生誕」50周年記念

移備劇フォトコンテスト

入選者作品展

華僑・呉錦堂氏の別湾として、風光明媚な舞子の地に大正7年に

建てられた移情闇。神戸華僑の成功者の-人として名を残した呉

錦堂氏の生誕150年を記念して、彼が愛した移情閥を撮影対象と

したフォトコンテストを開催。

応募は9月末日で締め切られたが、入選作晶は三江ギャラリーにて

展示されるばかりでなく、呉錦堂氏ゆかりの中国漸江省の慈渓市

においても展示される。

孫文も訪ねたという移博聞。その美しい姿と背景の白砂青松を切

り取った写真は、舞子の地に架かる明石海峡大橋のように、日中友

好の架け橋になるだろう。

1nfo「mation

期間・11月1日(火)へ10日(木)会場・三江ギャラリー

神戸市中央区多聞通2-1-12密078-371 -8627

JR神戸駅から北へ徒歩約3分 裁判所通り東入る
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イベントスケジュール
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1905年神戸に生まれた今

竹七郎は、日本のグラフィ

ックデザイン界において、

先駆的な役割を果たしたデ

ザイナーの一人。

神戸大丸入社を皮切りに

グラフィックデザイナーと

して活躍し、戦後、企業の

アートディレクターとして

活躍。 「オーバンド」の茶色

と黄色の箱、 「メンターム」

のメンターム・キッドなど

のロゴマークも今竹がデザ

インしたもの。本展では、

作品、今竹が集めたコレク

ション、資料とともに「人間・

今竹七郎」の魅力に迫る。

モダンデザインのパイオニア

生誕1 00年

今竹七郎大百科展

西宮市大谷記念美術館
(阪神「杏樹園」駅下車徒歩1〇分)

10/8(土)一11/27(日)

水曜休館(1 1/23開館)

10:00′-17:00

-般500円 大高生30〇円 中小生200円

鵜問/西宮市大谷記念美術館

密0798-33○○1 64

戦後60年、震災後10年を機

に「やさしさ」をテーマにした作

品を上映。 10月28日(金)ほどフ

レホールで山田洋次監督を迎え、

「男はついらいよ寅次郎紅の花」

他を上映。

Il月1日(火)へ3日(木祝)は

諸外国からのヒューマンドラマ、

戦争と平和に関する作品から「少

女へジヤル」 「ふたりのトスカーナ」

などを上映。

4日(金)へ6日(日)は神戸ア

ートビレッジセンターで淀川長治

氏を偲んで、懐かしのクラシック

映画「山猫」 「キューポラのある

街」 「僕の村は戦場だった」な

どの上映が予定されている。

ハンダン・イペグチ監督作品「少女へシャル」

(2001年トルコ)

第1 0回神戸1 00年映画祭

神戸市立博物館
新長田ピフレホール
神戸アートビレッジセンター
神戸新聞松方ホール
10/28(金) -11/7(月)

1 ,200円(前売1 ,000円) 3回券2,50〇円

音問/1 00年映画祭実行委員会

密078 -332「705 0

http:〃www5e.biglobe.ne.jprkff「 OOl

白鶴美術館新館開館10周

年記念展「文様の宝庫 オ

l)エント絨毯」、同時に秋季

展「古代中国青銅器一神秘

の心を見つめて鵜」を開催。

文様は、文化への通い路臆。

古代中国の青銅器にほどこ

された奇怪な目の文様は、人々

の願い、恐れの心の現われ

だろうか。そして、ペルシャ・

トルコ・コーカサスの絨毯は、

願い、祈りを込めた文様が

形に現れている。

それら文様世界の背後に

広がる、オリエントの精神

風土に思いをはぜたい。

白鴇美術館 秋季展
文様の宝庫 オリエント絨毯

白鶴美術館
(阪神「御影」 、JR 「住吉」から市パス38系統

渦森台行「白鵠美術館前」下車)

開催中-11/27(日)

月曜休館(10/10開館)

-般800円 大高生5〇〇円 中小生250田

園間/白鶴美術館

蜜078-851 -6○○1

http.〃www. h akuts u ru. co.jp

オランダ最大の美術館であ

るアムステルダム国立美術館は、

黄金時代と呼ばれるオランダ

17世紀の優れたコレクション

によって世界的に知られている。

この時代を代表する画家・レ

ンブラントやフェルメールら

の作品は、後の美術史に大き

な影響を及ぼした。

今回、同美術館のコレクシ

ョンの中から、フェルメール

「恋文」、レンブラント「青年

期の自画像」をはじめとする

絵画の名品や工芸作品を展示。

世界を巡回するこの展覧会は、

日本では神戸のみの開催とな

っている。必見!

オランダ絵画の着金時代

アムステルダム国立美術館展

兵庫県立美術館
10月25日(火)-1月15日(日)

10:00へ18:00 (全土曜は20:00まで〉

月曜休館(12/28へ1/4休館)

-般1.400円 大高生900円卓小生50〇円

音間/兵庫県立美術綿

密078-262○○901

ht申〃www. artm. p「ef. hyog o.jp
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ライブハウススケジュール

ジャズライブ&レストランSONE

「OI「 (土)新井雅代十トリオ

2(日)ロイヤル・フラッシュ・ジャズバンド

3(月)杉山千絵十トリオ

4(火)大越理加十トリオ

5(水)辛島寿美子十トリオ

6 (木) Yoshika十トリオ

7(全)北荘桂子+トリオ

8(土)北荘桂子十トリオ

9 (日〉鍋島直灘クワルテット十新井雅代

10(月)ロアナ・シープラ

11 (火)宇島寿美子十トリオ

12(水)谷山和恵十トリオ

13(木)北荘桂子+トリオ

14(金)北荘桂子十トリオ

15(土)ベティ鞍宮+トリオ

16(日)原田紀子・水田欽憎トリオ

17(月)升本しのぶ十トリオ

18(火〉キャンディー浅田

19(水)大越理加十トリオ

20 (木)古谷充クワルテット

21 (全)新井雅代十トリオ

22(土)大越理加十トリオ

23 (日)甲南Untitled Jazzオーケストラ

24(月)矢野麻衣子+トリオ

25(火)新井雅代十トリオ

26 (水)岩宮美和ひきがたり十ギタートリオ

27 (木)長谷川元伸クワルテット十大越理加

28(金)宮野英子十トリオ

29(土〉ジャネット十トリオ

30 (日)モダンタイムス"ビッグバンド

31 (月)増田真智子十トリオ

菓JAZZ LiVE & RESTRAN丁 SONE

北野坂 078-221-2055 無休

http :〃kobe-SO ne. CO m

★ミュージックチャージ900円

★日曜日昼下がりのジャズライブ開催中

クラシックライブハウスピアジュリアン

1012 (日)村上由香&出水世利子(ピアノデュオ)

5(水)中村真美(クラリネット)藤渓優子(p)

6(木)湯川紗代(フルート)三村哲子(p)

85

8 (土) YORAM LEVY(トランペット)朝比奈加代(p)

9(目)田原綾子(ソプラノ)森玉美穂(p)

11 (火)宇田有美子(フルート)鈴木華童子(p)

13(木)佐藤和宏(クラリネット)大西隆弘(p)

14(全)林典子(p)

16(日)羽賀田香(p)

18(火)中島悦子(ヴィオラ)林典子(p)

19(水)百割=健(デューバ)植田浩徳(p)

20 (木)小笠原窮(ヴァイオiノン)山内尚子(p)

21 (全)鈴木華童子(p)

22(土)並木円くソプラノ)藤江圭子(p)

23(日)金子鈴太郎(チェロ〉林典子(p)

27 (木)本吉優子(ヴァイオリン〉林典子(p)

28(全)新保江美(フルート)平山善悪(p)

29(土)中鼻佐和(ヴァイオリン〉

30(日)小棋風「(フルート)藤原友紀(p)

園クラシックライブハウス PiA Juiien

三宮駅北側近藤ビル9階

078-391-8081月曜定休

http:〃pia-ju=en.com

ジャズクラブHo=y’s

「O16 (木)高貴みな(∨○)杉本亨(p)

7(金)ゴスペル TheEa軸Bo「n

8(土)三浦昌彦(tp)カルテット

13(日)鈴木久美子(sax)宗川信(b)他

15 (土) Jazz&ダンス/Wataru&長井美恵子

20(木)山本容子(p)他

21 (金)坂崎拓也(b)清水勇博士(d「)他

22 (土) Robin Eve(尺八) Bon Mason (g) Dave

Boyle (tb)小出恭正(b)松井道朗(dr)林

幸(vo)

27 (木) Session (楽譜特参)

28(金)高貴みな(vo)他

29 (土)荒畑佐千子(vo)赤松真理(p)他

漢KOBE JAZZCLUB Ho時s

三宮駅北徒歩7分、新神戸駅南徒歩7分

加納町 078-251-5147

http :〃www. ko be-h o =ys.co m

車ブハウスチキンジョージ

10I「 (土) Gargoyle

2(日)大島保克

6 (木)きたがわてつ&和太鼓・三好大地ジョイントライブ

8 (土) Synchronized DNA

」4 (金)亀渕友香&VOJA

21 (全)永井隆&THEBLUES POWER

29 (土) THE STREET BEA丁S

音THE LiVE HOUSE CHiCKEN GEORGE

生田神社西 078-392-7431

http :〃www・ Chjcken-geO rg e. ○○.jp

ジャズ喫茶寓居宗兵衛

10Il (土) Kengo.ThreadFiowO5

4 (火)ミクロボディウム(ハンガノーの超絶技巧人形

劇) /くすのき燕(日本の肩掛け人形芝居)

6 (木) STANDARD HARMONYJAZZ

WORKSHOP

7 (全)浅李Duo(JAZZ)

8 (土)眞弓庸子(Vo)殿木戸悟史(B)泉州美和

子(P) (Jazzと歌謡曲)

10 (月) 1sしNaga/2nd.Nancle Nice「

14(金)シャンソン・プチコンサート

15(土) EMiKO ProjectLiveVol.2

16 (日) BabeMagnet BigBand

18 (火) OMUNIBUS(ブラジル音楽)

19(水)真田千依吉11i朋子影山朋子(マリンI阜

ビブラフォントリオ)

21 (全) E.T Project Live

22(土)金谷こうすけ Go BeyondTheGen「e!

23 (日)神戸ジャズ倶楽部 いとう翔ボーカル教室発表会

24(月〉向原千草(as)他

28(全) JisBAND

29 (土)芦屋アプローズ・コーラス

30(日) J○○JA(ジャズ)

鵜ジャズ喫茶 cafe苫屋宗兵衛

元町一番街 078-332-1963

http:〃www.sobei.net/

★ノーチャージのライブはチップ制
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ポケットジャーナル

兵
庫
陶
芸
美
術
館

1
 
0
月
1
日
オ
ー
プ
ン

菊花文三耳壷12世紀
個人蔵 重要文化財

日
本
六
古
窯
の
ひ
と
つ
に
数

え
ら
れ
る
丹
波
燐
の
ふ
る
さ
と
・

篠
山
市
に
「
兵
庫
陶
芸
美
術
館
」

が
開
館
。
1
0
月
1
日
(
土
)
に
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
。

開
館
を
記
念
し
、
1
2
月
n
日

(
日
)
ま
で
特
別
展
「
や
ぎ
も
の

の
ふ
る
さ
と
丹
波
-
名
品
で
た

ど
る
8
0
0
年
の
あ
ゆ
み
-
」

が
開
催
さ
れ
る
。
平
安
時
代
に

成
立
し
た
丹
波
焼
は
、
外
部
の

技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら
独
自

の
作
風
を
生
み
出
し
て
き
た
。

本
展
は
、
同
館
が
所
蔵
す
る
田

中
寛
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、

全
国
各
地
の
博
物
館
や
個
人
所

蔵
の
丹
波
燐
の
名
品
1
2
0
点

を
一
同
に
会
し
、
丹
波
焼
の
流
れ

を
追
い
そ
の
魅
力
に
せ
ま
る
。
1
0

月
8
日
(
土
)
に
は
、
東
京
国
立

博
物
館
名
誉
館
員
・
林
屋
晴
三

さ
ん
、
兵
庫
陶
芸
美
術
館
館
長
"

乾
由
明
さ
ん
ら
が
参
加
し
た
開

館
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
ま
、
陶

芸
と
は
何
か
」
が
企
画
さ
れ
て
い

る
。

"
兵
庫
県
陶
芸
美
術
館

篠
山
市
今
田
町
上
立
杭
4

蜜
0
7
9
i
5
9
7
i
3
9
6
1

開
館
‥
1
 
0
暗
̃
1
 
9
時
(
全
土
躍
̃
2
1
時
)

休
館
‥
月
曜
日

料
金
二
般
8
0
〇
円

大
高
生
6
0
0
円

卓
小
生
4
0
0
円

言
p
‥
ミ
ミ
ミ
≦
i
∃
O
a
主
p

ド
イ
ツ
グ
ル
メ
・
ド
イ
ツ

音
楽
…

ド
イ
ツ
秋
葉
1
皿
神
戸

今
年
か
ら
来
年
3
月
ま
で
の

「
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
年
」
を

記
念
し
、
1
0
月
8
日
(
土
)
-
∴
即

日
(
目
視
)
、
神
戸
ハ
ー
バ
ー
フ
ン

ド
高
浜
岸
壁
で
「
ド
イ
ツ
秋
祭
」

が
開
か
れ
る
。
時
間
は
1
3
時
̃

2
2
時
(
1
0
日
は
2
1
時
ま
で
)
。

お
楽
し
み
は
ド
イ
ツ
ビ
ー
ル
や

本
場
の
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
楽
し

め
る
グ
ル
メ
ゾ
ー
ン
。
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
が
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
し
て
い
る

ビ
ー
ル
「
レ
ー
ベ
ン
ブ
ロ
イ
」
や
、
ド

イ
ツ
各
地
の
ワ
イ
ン
、
直
輸
入
の

ハ
ム
、
ド
イ
ツ
料
理
が
楽
し
め
る
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
ビ
ア
ソ
ン
グ
を
始
め
、

ア
ル
ペ
ン
ホ
ル
ン
や
ツ
イ
ッ
ダ
ー
な

ど
ド
イ
ツ
民
族
音
楽
、
民
族
舞

踊
な
ど
が
。
2
0
0
6
年
に
開

催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
合

わ
せ
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
大
会

な
ど
も
企
画
さ
れ
て
い
る
。
さ
あ
、

陽
気
な
ド
イ
ツ
人
と
と
も
に
、
飲

ん
で
食
べ
て
、
楽
し
も
う
ー
・

音
ド
イ
ツ
秋
葉
実
行
委
員
会

N
P
O
法
人
神
戸
日
独
協
会
内

神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
8
i
「
←
6

神
戸
国
際
会
館
1
 
7
階

密
0
7
8
i
2
3
0
-
8
1
5
0

心
を
や
さ
し
く
包
み
込
む

可
愛
い
縫
い
ぐ
る
み
展

神
戸
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
ぬ
い
ぐ
る
み
工
房
「
P
A
O

工
房
」
が
、
芦
屋
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

樹
で
可
愛
い
縫
い
ぐ
る
み
展
を

開
催
。

今
回
の
展
示
は
壁
面
を
キ
ャ

ン
バ
ス
に
見
た
て
て
、
ネ
コ
、
ウ
サ

ギ
、
カ
エ
ル
、
ヤ
モ
リ
な
ど
動
物
た

ち
を
配
置
、
一
面
縫
い
ぐ
る
み
た

ち
で
彩
ら
れ
る
。

ま
た
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な
ん
だ

カ
ボ
チ
ャ
や
ク
マ
な
ど
の
コ
ー
ナ

ー
も
。
テ
デ
ィ
コ
ー
ン
(
テ
デ
ィ
ベ
ア

十
ユ
ニ
コ
ー
ン
)
や
カ
メ
レ
オ
ン
も

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
中

が
ユ
ニ
ー
ク
で
か
わ
い
い
「
P
A
O

工
房
」
の
世
界
に
。

な
お
、
期
間
中
の
1
0
月
2
2
日
(
土
)

に
は
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
(
3
0
0
0

円
・
デ
ィ
ナ
ー
付
き
)
も
。

S
ギ
ャ
ラ
リ
I
樹

1
 
〇
月
1
 
9
日
(
水
)
̃
白
月
5
日
(
土
)

密
0
7
9
7
・
3
「
・
7
5
2
8

芦
屋
市
前
田
町
7
・
1
 
4

」
R
甲
南
山
手
駅
南
出
口
よ
り
線
路

沿
い
を
東
へ
徒
歩
約
1
 
〇
分

日
・
月
・
火
休

プ
舌
ミ
ミ
≦
肌
k
c
c
.
N
a
q
i
つ
♀
p
、
d
宣
×
嘗
「
、

個性的な「PAO工房」のぬいぐるみ

ぐ
o
N
C
」
R
丁

上
松
明
代

ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

V
 
O
-
u
 
m
 
e
3
!

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
リ
ス
ト
音
楽

院
で
学
び
、
力
強
い
フ
ル
ー
ト
サ

ウ
ン
ド
と
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
加

え
た
独
自
の
ア
レ
ン
ジ
な
ど
で
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
た
め
の
フ
ル
ー

ト
と
い
う
概
念
を
大
き
く
覆
し

た
演
奏
が
、
各
地
で
人
気
を
博

し
て
い
る
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
・
上
松

明
代
。
地
元
・
三
田
で
ソ
ロ
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
く
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ラ
テ
ン
の
楽
曲
を

は
じ
め
、
日
本
の
歌
曲
、
そ
し
て

今
回
初
公
開
と
な
る
、
上
松
明

代
作
曲
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

披
露
。
ピ
ア
ノ
・
林
有
紀
、
パ
ー
カ

ッ
シ
ョ
ン
・
木
村
和
人
。

園
1
 
1
月
6
日
(
日
)
1
 
8
時
的
分
開
演

三
田
市
立
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン

市
民
セ
ン
タ
1

(
神
鉄
公
園
都
市
線
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン

駅
下
車
)

前
売
2
0
0
0
円

当
日
2
5
0
0
円

密
0
7
8
i
2
4
1
i
7
6
0
3

上
松
明
代
公
式
H
P

コ
‡
p
‥
」
、
ミ
ミ
∈
〇
一
憎
.
こ
p
p
.
S
o
i

っ
①
し
っ
e
.
j
p
、
f
u
く
〇
一
曾
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故
花
柳
呂
月
師
偲
び

「
三
ツ
桜
会
」

故
花
柳
呂
月
三
回
忌
追
善

舞
踊
会
「
三
ツ
桜
会
」
が
、
1
0
月

0
0
日
(
日
)
神
戸
国
際
会
館
こ
く

さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。
1
0

時
0
0
分
開
演
。

出
演
は
、
花
柳
芳
次
郎
(
特

別
出
演
)
、
花
柳
芳
一
ほ
か
。

花柳芳-

震
災
1
 
0
周
年
記
念

大
和
松
蒔

舞
の
会

第
4
7
回
「
大
和
松
蒔

舞
の

会
」
が
、
1
0
月
1
5
日
(
土
)
湊
川

神
社
神
能
殿
で
開
か
れ
る
。
1
5

時
開
演
。
今
回
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
的
周
年
「
神
戸
"
あ
れ
か
ら

十
年
(
追
悼
の
舞
)
」
と
し
て
地

唄
「
菊
の
露
」
を
は
じ
め
、
笠
田

昭
雄
(
シ
テ
)
ら
に
よ
る
能
楽
・
舞

噺
子
「
敦
盛
」
が
披
露
さ
れ
る
。

ま
た
、
平
成
1
7
年
度
文
化
庁
芸

術
祭
参
加
公
演
と
し
て
、
近
松

門
左
衛
門
作
、
一
中
節
「
隅
田
川
」

を
大
和
松
醇
が
舞
う
。

ス
サ
ン
ヌ
・ハ

ン
サ
ー
博
士
の

音
楽
療
法
セ
ミ
ナ
ー

音
楽
に
よ
っ
て
、
病
気
や
心
を

癒
す
音
楽
療
法
。

n
月
6
日
(
日
)
、
国
際
音
楽

療
法
学
会
の
会
長
で
あ
り
、
世

界
各
国
で
音
楽
療
法
や
精
神
医

学
、
音
楽
教
育
な
ど
に
関
す
る

講
演
を
行
な
っ
て
い
る
ス
ザ
ン
ヌ
・

B
・
ハ
ン
ザ
ー
博
士
に
よ
る
「
音

楽
療
法
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ

れ
る
。
音
楽
療
法
の
実
践
に
あ

た
っ
て
、
誤
っ
た
実
践
方
法
は
大

き
な
危
険
性
を
伴
う
。
確
実
で

誤
り
の
な
い
実
践
を
す
る
上
で

の
音
楽
療
法
の
効
果
を
文
書
に

記
録
す
る
方
法
を
具
体
的
に

解
説
す
る
と
と
も
に
、
問
題
点

な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
く
。

実
践
現
場
で
活
躍
す
る
博
士
に

よ
る
、
誤
り
の
な
い
よ
り
効
果
的

な
音
楽
療
法
を
行
な
う
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
。

同
時
に
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
、

ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
兵
庫
県
音
楽
療
法
士
会

か
ら
の
活
動
事
例
報
告
が
行
わ

れ
る
。

神
戸
ポ
ー
ト
ビ
ア
ホ
ー
ル
に
て
、

1
5
時
開
演
。
前
売
4
0
0
0
円
、

当
日
4
5
0
0
円
。

喜
主
催
/
甲
陽
音
楽
学
院

神
戸
市
灘
区
篠
原
南
町
5
i
4
・
1

傘
0
1
2
0
i
「
1
7
5
4
0

≡
p
‥
ミ
ミ
三
三
.
k
O
y
〇
.
吉
〔

谷
川
九
段
の
指
導
対
局
も

「
2
0
0
5

デ
ュ
オ
こ
う
べ
将
棋

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

デ
ュ
オ
こ
う
べ
、
神
戸
新
聞
社

が
主
催
す
る
「
2
0
0
5
デ
ュ
オ

こ
う
べ
将
棋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、

1
0
月
1
0
日
(
月
祝
)
、
デ
ュ
オ
ド
ー

ム
(
I
R
神
戸
駅
デ
ュ
オ
こ
う
べ

浜
の
手
)
で
開
か
れ
る
。
受
付
は

1
2
時
3
0
分
か
ら
、
1
3
時
開
幕
。

桂
九
雀
が
司
会
進
行
を
つ
と

め
、
谷
川
浩
司
九
段
・
岩
根
忍
女

流
初
段
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

谷
川
九
段
と
若
松
政
和
七
段
が

出
題
す
る
「
詰
将
棋
・
次
の
一
手

解
説
会
」
な
ど
な
ど
盛
り
た
く

さ
ん
の
内
容
。
指
導
対
局
(
飢
面

指
し
)
で
は
、
谷
川
九
段
、
井
上

慶
太
八
段
ら
が
指
導
に
。
指
導

対
局
は
当
日
受
付
、
参
加
費

5
0
0
円
(
参
加
賞
付
き
)
。

大和松蒔

帽
子
、
∴
「

漢書
スサンヌ・B・ハンサー博士

音
問
合
せ
/
デ
ュ
オ
こ
う
べ

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
「
i
3
・
3

神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
8
F

神
戸
地
下
街
(
株
)

密
0
7
8
・
3
5
1
・
6
0
0
0

87

ぎ
o
l
U
N
巾

深
川
和
美
の

童
謡
サ
ロ
ン

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
深
川
和
美
が

京
都
・
東
山
の
法
然
院
な
ど
で

開
い
て
い
る
「
童
謡
サ
ロ
ン
」
か
ら

生
ま
れ
た
C
D
。

「
俵
は
ご
ろ
ご
ろ
」
「
村
祭
」
「
雨

降
り
お
月
さ
ん
」
な
ど
、
日
本
の

童
謡
、
唱
歌
、
わ
ら
べ
唄
な
ど
を
、

深
川
独
特
の
ま
ろ
や
か
な
歌
声

で
歌
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
チ
ン
ド

ン
風
、
ゴ
ス
ペ
ル
風
、
手
拍
子
足
拍

子
即
興
な
ど
、
楽
し
げ
な
編
曲

が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
も
魅
力
だ
。

童
謡
は
こ
ん
な
風
に
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
げ
ら
げ
ら
笑
い
な
が

ら
歌
っ
て
い
た
も
の
。
「
童
謡
は
い

ま
、
す
ご
く
新
し
い
。
そ
し
て
、
泉

の
水
み
た
い
に
オ
イ
シ
イ
」
と
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
轡
田
隆
史
は
評

す
る
。

JMCK-4001

2000円(税込)
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臆
震
災
エ
ッ
セ
イ
⑦

-
被
災
し
た
神
戸
だ
か
ら
伝
え
ら
れ
る
こ
と

鬼
の
日
、
市
民
の
目
線

大
谷

成
章
(
フ
リ
ー
ラ
イ
ク
1
)

勇
画
/
と
み
さ
わ
か
よ
の

90

「
よ
う
、
大
谷
君
。
元
気
か
」

声
を
か
け
ら
れ
て
、
ふ
り
返
る
と
、
近
所
に
住
ん
で

い
る
新
聞
社
の
大
先
輩
だ
。

「
先
輩
こ
そ
ど
う
で
す
か
。
具
合
悪
か
っ
た
と
聞
き

ま
し
た
が
」

「
そ
う
な
ん
や
。
く
や
し
い
わ
」

脳
梗
塞
で
倒
れ
、
回
復
し
て
き
た
も
の
の
、
言
葉
が

ま
だ
少
し
不
自
由
で
、
う
ま
く
鉛
筆
を
動
か
せ
な
い
と

い
う
。

「
大
谷
君
、
く
や
し
い
よ
。
1
0
年
書
き
続
け
た
か
っ

た
け
ど
、
こ
と
し
は
あ
か
ん
わ
」

大
先
輩
は

『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
誌
』
第
9
巻

の
福
祉
分
野
の
最
終
節
を
書
い
て
い
る
と
き
に
体
の
異

変
に
気
づ
き
、
自
分
で
1
1
9
に
電
話
し
た
が
、
口
か

ら
出
る
の
は

「
*
&
#
$
…
」
と
い
う
音
ば
か
り
で
、

救
急
隊
員
を
困
惑
さ
せ
た
ら
し
い
。

『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
誌
』

と
い
う
の
は
大
震

災
の
復
興
記
録
。
6
0
0
ペ
ー
ジ
か
ら
9
0
0
ぺ
1
ジ

も
あ
る
分
厚
い
も
の
だ
。
第
1
巻
と
第
2
巻
は
兵
庫
県

が
企
画
し
、
財
団
法
人
2
1
世
紀
ひ
ょ
う
ご
創
造
協
会

が
発
行
し
た
。
そ
の
後
は
、
財
団
法
人
阪
神
・
淡
路
大

震
災
記
念
協
会
が
企
画
・
発
行
を
引
き
継
い
で
い
る
。

い
わ
ば
、
兵
庫
県
の
公
式
記
録
と
も
言
え
る
が
、
学

者
・
研
究
者
に
よ
る
編
集
委
員
会
の
議
論
に
基
づ
い
て
、

新
聞
社
の
元
記
者
た
ち
が
執
筆
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ユ

ニ
ー
ク
だ
。
役
人
が
書
く
と
お
も
し
ろ
く
な
い
し
、
行

政
批
判
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
記
者
O
B
に
書
か

せ
よ
う
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

市
民
の
目
線
で
復
興
の
足
取
り
を
追
っ
て
い
く
と
い

う
、
行
政
と
し
て
は
珍
し
い
発
想
も
あ
っ
た
。

8
人
の
O
B
話
者
が
集
め
ら
れ
た
。
そ
の
当
時
、
『
月

刊
神
戸
っ
子
』

に
い
た
私
に
も
声
が
か
か
り
、
ま
ち
づ

く
り
・
都
市
計
画
の
分
野
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
ク
セ
の
あ
る
元
記
者
だ
か
ら
、
学
者
や
研

究
者
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

「
先
輩
、
こ
こ
は
き
っ
ち
り
束
ね
て
、
締
め
て
も
ら

わ
な
い
と
わ
れ
わ
れ
は
勝
手
放
題
に
や
ら
か
す
ぞ
」

と
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私
た
ち
が
脅
し
て
、
デ
ス
ク
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。

デ
ス
ク
と
い
う
の
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
世
界
の
独
特
の

職
務
だ
。
社
の
組
織
図
や
名
簿
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
し
、
名
刺
に
表
示
す
る
こ
と
も
な
い
が
、
取
材
や
紙

面
づ
く
り
の
実
権
を
握
っ
て
い
る
。
取
材
を
采
酷
し
、

原
稿
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
あ
い
ま
い
な
点
が
あ
る
と
怒

鳴
り
あ
げ
る
。
デ
ス
ク
と
い
え
ば
「
鬼
」
が
つ
く
。
「
仏

の
デ
ス
ク
」

な
ど
、
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

先
輩
も
現
役
時
代
は

「
大
鬼
」

が
つ
く
ほ
ど
で
、
若

い
記
者
は
さ
び
し
く
し
ご
か
れ
た
。

そ
ん
な
鬼
の
目
を
意
識
し
な
が
ら
、
私
は
大
震
災
の

被
災
地
、
1
0
市
1
0
町
を
歩
き
、
取
材
し
た
。

第
1
巻
で
、
復
興
都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て

「
住

民
参
加
に
よ
る
復
興
と
い
う
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
し
た
」

「
住
民
と
の
対
立
と
い
う
不
名
誉
な
ス
タ
ー

ト
」
な
ど
と
取
材
に
基
づ
い
て
記
述
し
た
が
、
こ
れ
は

「
失
敗
も
批
判
も
記
録
す
る
真
剣
な
姿
勢
に
基
づ
く
復

興
誌
」

と
全
国
紙
に
紹
介
さ
れ
た
。

大
震
災
記
念
協
会
の
担
当
職
員
は
、
県
や
神
戸
市
か

ら
の
出
向
者
だ
が
、
都
市
計
画
事
業
に
対
す
る
住
民
の

訴
訟
や
反
対
運
動
を
取
材
し
原
稿
に
す
る
と
、
い
や
が

る
職
員
が
多
か
っ
た
。
な
か
に
は

「
市
の
批
判
が
掲
載

さ
れ
る
と
市
に
帰
れ
な
い
」

と
削
除
を
求
め
る
幹
部
職

員
も
い
た
。

そ
ん
な
と
き
、
鬼
デ
ス
ク
は

「
復
興
と
は
何
や
。
被

災
者
の
復
興
か
、
あ
ん
た
が
役
所
に
戻
る
こ
と
か
」

と

一
喝
し
て
く
れ
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
秋
、
最
後
の
第
1
0
巻
の
取
材
と

執
筆
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第
1
巻
発
行
の
打
ち
上
げ
の
と
き
、
大
先
輩
は

「
1
0

91

詩画集『神戸、あの日より-1995・故郷」から掲載「商店街(中央区)」

年
続
く
仕
事
や
。
体
に
気
を
つ
け

よ
う
」

と
い
っ
て
い
た
。
1
0
イ
ン

ニ
ン
グ
あ
る

『
復
興
誌
』

の
9
回

裏
で
ご
本
人
が
ベ
ン
チ
に
下
が
っ

た
の
は
残
念
だ
。
で
も
、
回
復
は

順
調
の
よ
う
だ
か
ら
、
再
び
鬼
デ

ス
ク
に
戻
っ
て
、
叱
咤
激
励
し
て

く
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

音
大
谷

成
幸

(
お
お
た
に
・
し
げ
あ
き
)

1
9
3
9
年

但
馬
生
ま
れ
。
元
神
戸
新
聞
記
者
。
震
災
当
時
は
月
刊
神

戸
っ
子
編
集
者
。
そ
の
後
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
I
。
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
1
0
年
」
(
共
著
、
岩
波
新
書
)

な
ど
。
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喜
連
載
・
神
戸
ス
ト
ー
リ
ー
/
第
十
回

「
五
線
細
の
街
」
̃
神
戸
を
彩
っ
た
人
た
ち
̃

昭
和
5
2
年
5
月
2
9
日
、
石
阪
春
生
の
ア
ト
リ
エ

で
開
か
れ
た
バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ
例
会
の
席
で
、
カ
ネ
ボ

ウ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ

『
ワ
イ
ン
カ
ラ
ー
の
と
き

め
き
』
を
歌
っ
た
新
井
満
が
、
バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ
の
歌

を
作
っ
た
。

「
バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ
の
歌
」

作
詞
作
曲

新
井
潤

一
、
バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ
の
B
は

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
の
B

バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ
の
B
は

ボ
ー
イ
ズ
の
B

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

ボ
ー
イ
ズ
ク
ラ
ブ

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

ボ
ー
イ
ズ
ク
ラ
ブ

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ

一
、
バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ
の
B
は

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
の
B

バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ
の
B
は

ボ
ー
ル
ズ
の
B

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

ボ
ー
ル
ズ
ク
ラ
ブ

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

ボ
ー
ル
ズ
ク
ラ
ブ

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ

文
・
宮
田
達
夫

絵
・
中
西
省
伍

神
戸
市
の
広
報
誌

『
神
戸
の
グ
ル
ー
プ
誕
生
』

に
、

石
阪
春
生
は
こ
う
書
い
た
。

「
バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
月
に
一
度
、
会
場
を
持
ち
ま

わ
っ
て
開
か
れ
て
い
ま
す
。
別
に
特
定
の
目
的
を
決
め

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
異
人
館
や
神
戸
の
文
化
な
ど

を
そ
の
時
々
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。
日
本
人
は
、
何

と
な
く
寄
り
合
う
と
い
う
こ
と
に
欠
け
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
結
論
が
な
い
と
承
知
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
こ
の
会
は
み
ん
な
違
う
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
者

が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
。
ま
あ
現
代

忘
れ
ら
れ
て
い
る

へ
村
人
の
集
い
)

と
い
っ
た
所
で
し

ょ
う
か
」

「
神
戸
の
人
達
は
京
都
に
劣
ら
ず
集
ま
っ
て
飲
む
の
が

大
好
き
ら
し
い
。
男
っ
ぽ
い
酒
バ
ー
ボ
ン
を
飲
も
う
と

い
う
会
が
月
に
一
度
開
か
れ
て
い
る
。
」

『
面
白
半
分
』

の
編
集
長
・
筒
井
康
隆
は
面
白
半
分

編
集
長
の
コ
ー
ナ
ー
で

「
腹
立
半
分
日
記
」

に
毎
回
の

よ
う
に
取
り
上
げ
、
七
月
二
十
四
日
に
は
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。

「
バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ
の
例
会
で
、
会
員
の
藤
間
緑
薫
郎

邸
に
行
き
、
稽
古
場
で
踊
り
を
教
わ
る
。
な
か
な
か
立

派
な
檜
舞
台
で
あ
る
。
こ
う
い
う
の
が
家
に
も
一
つ
欲

し
い
も
の
だ
。

バ
ー
ボ
ン
を
飲
み
な
が
ら
一
人
ず
つ
舞
台
へ
出
て
芸

を
す
る
。
小
唄
一
口
噺
の
類
が
多
い
の
は
場
所
柄
で
、
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皆
さ
ん
芸
達
者
で
あ
る
。
お
れ
ば
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
ナ

ガ
ウ
タ
越
後
獅
子
と
い
う
の
を
や
る
」

本
当
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
お
陰
で

「
面

白
半
分
」

の
売
れ
行
き
は
倍
増
に
な
っ
た
そ
う
な
。

テ
レ
ビ
C
F
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
新
井
満
は
、
若

い
女
性
1
2
月
の

『
M
A
N
氏
の
不
思
議
な
一
週
間
』

と
う
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
水
も
し
た
た
る
水
曜
日
の
バ

ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ
の
紹
介
記
事
を
覗
く
と
、

「
今
夜
の
会
合
は
ト
ー
ア
ロ
ー
ド
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
中
西
省
伍
さ
ん
ち
の
応
接
間
。
シ
ャ
ボ
ン

玉
の
中
に
は
庭
は
入
れ
ま
せ
ん
。
目
玉
が
ぐ
る
ぐ
る
回

り
出
し
ま
し
た
。
つ
ぶ
や
く
の
は
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー

に
似
た
痩
せ
の
長
身
石
阪
画
伯
。
ど
う
し
て
私
が
こ
こ

に
居
る
の
̃
叫
ぶ
の
は
生
田
神
社
の
加
藤
宮
司
、
酒
を

一
滴
も
一
番
飲
ま
な
い
の
に
酔
っ
た
よ
う
に
見
え
る
の

は
何
故
か
で
酔
う
と
指
圧
師
に
変
身
す
る
ユ
ー
ハ
イ
ム

コ
ン
プ
ェ
ク
ト
の
西
さ
ん
。
ボ
ン
ジ
ョ
ル
ノ
○
×
□
◇

イ
タ
リ
ア
語
で
喋
り
ま
く
る
の
は
ヒ
ゲ
の
彫
刻
家
の
新

谷
蛎
紀
サ
ン
。
フ
フ
と
艶
笑
す
る
の
は
キ
ャ
ン
テ
ィ
の

榊
さ
ん
。
色
っ
ぽ
さ
と
男
っ
ぽ
さ
で
は
玉
三
郎
も
吃
驚

の
舞
踊
の
藤
間
緑
薫
郎
さ
ん
。
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
と
テ
ノ

ー
ル
で
高
笑
い
す
る
の
は
、
ハ
モ
ン
ド
の
名
手
小
曽
根

実
さ
ん
。
抱
腹
絶
倒
、
荒
唐
無

稽
の
S
F
小
説
と
は
裏
腹
に
恐

る
べ
き
照
れ
性
マ
ジ
メ
人
間
そ

し
て
ア
ラ
マ
ン
に
対
抗
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
僕
も
し
P
を

出
す
と
い
う
作
家
の
筒
井
康
隆

さ
ん
。
好
き
な
食
べ
物
を
言
っ

て
ご
ら
ん
、
君
の
人
柄
を
当
て

て
み
よ
う
。
フ
リ
ア
・
サ
ラ
バ

ン
の
如
き
言
葉
を
発
し
た
の
は
毎
日
放
送
M
B
S
ナ

ウ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
大
の
美
食
家
の
宮
田
達
夫
氏
。

演
出
家
女
の
園
の
中
で
と
い
う
前
代
未
聞
の
宝
塚
歌
劇

の
裏
を
撮
っ
た
写
真
展
を
成
功
さ
せ
た
竹
内
広
光
氏
。

そ
し
て
ど
ん
尻
に
ひ
か
え
し
は
、
百
足
の
ワ
ラ
ジ
を

は
く
ム
カ
デ
人
間
に
な
り
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
人
間
に
ナ
リ

タ
イ
ト
イ
ウ
、
ワ
イ
ン
カ
ラ
ー
の
と
き
め
き
で
ベ
ス
ト

1
0
入
り
し
た
新
井
満
さ
ん
と
い
う
按
配
。
一
周
年
を

迎
え
た
日
は
奇
し
く
も
十
五
夜
で
、
セ
ン
タ
ー
ぽ
ん
じ

編
集
長
か
ら
お
祝
い
の
月
見
ダ
ン
ゴ
が
到
着
、
バ
ー
ボ

ン
の
さ
か
な
に
す
る
と
い
う
念
の
い
れ
よ
う
。

と
に
か
く
、
人
と
の
触
れ
あ
い
出
会
い
と
い
う
も
の

が
無
く
な
り
か
け
た
現
代
社
会
の
中
、
神
戸
と
い
う
土

地
柄
の
せ
い
も
あ
る
に
し
て
も
、
バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ
の

人
た
ち
は
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
、
そ
こ
か
ら
個
々
に
受

け
る
モ
ノ
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
る
も
の
を
大
変
貫
重
な

も
の
と
考
え
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

円
卓
会
議
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
一
つ
の
テ
ー
ブ

ル
が
二
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
そ
の
意
味
が
無

く
な
る
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
一
つ
の
円
卓
に
座

る
人
数
は
も
の
す
ご
く
大
切
で
も
あ
る
の
で
す
。

加
藤
宮
司
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
座
敷
、
石
阪
画
伯
の
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
ト
リ
エ
、
竹
内
さ
ん
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ス
タ
ー
、
中
西
さ
ん
ち
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
桧
舞
台
付

き
藤
間
緑
薫
郎
さ
ん
ち
、
筒
井
康
隆
大
邸
宅
と
、
ア
ッ

チ
コ
ッ
チ
に
出
向
い
て
い
る
ん
で
す
。
」

=
÷
輩
諜
鷲
裏
目
放
送
入
社
、
大

阪
府
贅
・
大
阪
市
・
万
国
博
な
ど
の
話
者
ク
ラ
ブ

「

担
当
。
M
B
S
ナ
ウ
担
当
後
、
報
道
局
兼
事
業
局

次
長
の
二
足
の
わ
ら
じ
で
、
放
送
記
者
と
し
て
宝
塚
、

一
歌
舞
伎
を
取
材
。
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
I
と

し
て
も
活
躍
。
元
事
業
局
長
。
バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ

会
員
。
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
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菓
連
載
エ
ッ
セ
ー
/
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
⑳

出
石
ア
カ
ル

絵
・
菅
原
洗
人

題
字
」
ハ
車
明
峰

94

「
戦
後
す
ぐ
に
も
う
、
仕
事
よ
お
け
お
ま
し
た
ん
や
。

み
ん
な
軍
服
や
ら
国
民
服
や
ら
を
持
っ
て
ま
し
た
よ
っ

て
に
な
、
そ
れ
を
自
分
の
好
き
な
色
に
染
め
に
持
っ
て

来
ま
ん
ね
ん
。
そ
れ
ま
で
は
み
ん
な
地
味
な
色
の
物
ぽ

っ
か
り
着
て
ま
し
た
よ
っ
て
に
な
あ
」

古
川
冨
太
さ
ん
、
7
7
歳
。
父
親
の
代
か
ら
の
染
め

物
屋
さ
ん
で
あ
る
。

「
七
男
四
女
、
u
人
兄
弟
の
、
わ
て
は
六
男
で
し
て

ん
。
そ
や
け
ど
み
ー
ん
な
死
ん
で
し
も
て
、
今
は
わ
て

一
人
に
な
っ
て
し
も
た
」

ほ
か
の
兄
弟
は
、
ほ
と
ん
ど
が
戦
死
な
ど
で
早
世
し
、

子
ど
も
の
こ
ろ
に
死
ん
で
顔
も
知
ら
な
い
兄
弟
も
何
人

か
い
る
と
。
そ
れ
で
自
分
が
家
業
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
と
。
昔
は
若
く
し
て
亡
く
な
る
人
が
多
か
っ
た

の
た
。

古
川
さ
ん
、
も
う
何
十
年
も
地
域
の
自
治
会
長
を
し

て
い
て
、
温
厚
な
人
柄
が
誰
か
ら
も
慕
わ
れ
て
い
る
。

今
日
も
人
の
世
話
で
走
り
回
っ
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
コ

ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
に
立
ち
寄
っ
て
下
さ
っ
た
の
だ
。

こ
の
人
か
ら
も
貴
重
な
戦
時
体
験
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
悲
惨
で
は
あ
る
が
、
単
に
悲
惨
さ
だ
け
で
は
な

い
、
庶
民
の
、
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
た
く
ま
し
き
話
を
。

「
徴
用
で
、
飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
を
作
る
工
場
へ
行

っ
て
た
ん
や
け
ど
、
そ
こ
の
食
堂
の
賄
い
さ
ん
に
、
え
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ら
い
可
愛
が
ら
れ
て
、
た
ん
ま
に
銀
シ
ャ
リ
を
内
緒
で

食
べ
さ
し
て
も
ろ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
ん
。
ち
ょ
っ

と
後
ろ
め
た
い
気
イ
が
し
た
け
ど
、
う
ま
か
っ
た
な
あ
。

家
で
は
、
あ
の
ま
ず
い
麹
を
、
染
め
物
に
使
う
澱
粉
で

固
め
て
団
子
に
し
た
ん
を
食
べ
た
り
し
て
ま
し
た
よ
っ

て
に
な
あ
」

古
川
さ
ん
、
い
つ
も
自
転
車
で
町
内
を
走
り
回
っ
て

い
る
の
で
、
顔
が
日
に
焼
け
て
丸
い
目
玉
が
よ
く
目
立

つ
。
そ
の
、
人
の
良
さ
そ
う
な
目
を
ク
リ
ク
リ
さ
せ
て

話
し
て
下
さ
る
。

「
8
月
5
日
の
空
襲
で
、
家
は
丸
焼
け
で
す
わ
。
B

2
9
が
飛
ん
で
来
る
ん
を
、
屋
根
の
上
の
見
張
り
台
か

ら
親
父
と
一
緒
に
兄
よ
り
ま
し
た
。
親
父
は
町
内
の
防

空
の
役
員
を
し
よ
っ
た
か
ら
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
逃
げ
ん

と
頑
張
っ
て
、
回
り
を
火
に
囲
ま
れ
そ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
や
っ
と
逃
げ
出
し
ま
し
て
ん
。
逃
げ
る
途
中
で
、

弾
け
た
焼
夷
弾
の
油
が
頭
か
ら
か
か
っ
た
ん
や
け
ど
、

夏
布
団
濡
ら
し
て
被
っ
て
て
助
か
り
ま
し
た
。
そ
ら
恐

オ
ま
し
た
で
。
家
、
焼
け
て
し
も
た
け
ど
、
わ
て
と
こ

は
ど
っ
こ
も
頼
っ
て
行
く
と
こ
な
い
か
ら
、
焼
け
跡
へ

戻
っ
て
来
ま
し
た
ん
や
。
途
中
で
、
焼
け
焦
げ
た
遺
体

を
乗
せ
た
荷
車
に
何
台
も
会
い
ま
し
た
。
そ
ら
悲
惨
な

も
ん
や
っ
た
」

こ
れ
に
似
た
話
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
よ
く
聞
い
た
も

の
だ
が
、
次
の
話
に
わ
た
し
は
胸
う
た
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
ま
だ
小
さ
い
火
が
残
っ
て
る
焼
け
跡
へ
戻
っ
て
来

て
、
そ
の
火
イ
で
、
畑
で
作
っ
て
た
ナ
ス
ビ
を
焼
い
て

食
べ
ま
し
た
ん
や
。
あ
れ
は
う
ま
か
っ
た
な
あ
」

ご
本
人
、
何
事
も
な
く
サ
ラ
リ
と
話
さ
れ
た
が
、
何

と
い
う
こ
と
か
。
自
分
の
家
が
焼
か
れ
て
、
火
が
ま
だ

燃
え
残
っ
て
い
て
、
そ
の
火
で
、
自
分
が
作
っ
た
ナ
ス

ビ
を
焼
い
て
食
べ
る
と
は
。
悲
し
さ
の
中
に
も
、
笑
い

声
さ
え
聞
こ
え
て
来
そ
う
な
、
妙
な
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ

て
し
ま
う
。
人
間
、
万
策
尽
き
る
と
、
か
え
っ
て
あ
っ

け
ら
か
ん
と
し
て
し
ま
う
も
の
な
の
か
。
い
や
し
か
し
、

た
く
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。

「
そ
ん
な
中
で
、
親
父
と
二
人
で
バ
ラ
ッ
ク
建
て
ま

し
て
ん
。
素
人
の
す
る
こ
と
や
か
ら
礁
な
も
ん
建
た
し

ま
へ
ん
け
ど
な
。
焼
け
跡
か
ら
、
ま
だ
燃
え
よ
る
木
材

拾
う
て
き
て
、
水
か
け
て
消
し
て
建
て
ま
し
て
ん
が
な
。

み
ん
な
そ
な
い
し
て
バ
ラ
ッ
ク
建
て
た
ん
で
す
わ
。
そ

や
け
ど
困
っ
た
ん
は
ト
イ
レ
や
っ
た
。
使
え
る
ん
が
少

の
う
て
、
近
く
の
者
み
ん
な
で
使
う
か
ら
、
す
ぐ
一
杯

に
な
っ
て
溢
れ
て
し
も
て
。
そ
や
か
ら
ハ
エ
が
メ
チ
ャ

ク
チ
ャ
わ
い
て
、
家
の
天
井
い
っ
ぱ
い
、
真
っ
黒
に
な

る
ほ
ど
と
ま
り
よ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
新
聞
紙
に
火

ィ
つ
け
て
天
井
あ
ぶ
り
ま
ん
ね
ん
。
ぽ
ん
な
ら
、
羽
が

焼
け
る
か
ら
、
バ
ラ
バ
ラ
落
ち
て
来
よ
り
ま
し
た
で
。

き
り
が
お
ま
へ
ん
で
し
た
け
ど
な
」

古
川
さ
ん
、
身
振
り
手
振
り
で
、
ま
る
で
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
る
。

「
風
呂
で
っ
か
了
風
呂
は
釜
で
湯
ウ
沸
か
し
て
、
防

火
用
水
槽
に
入
れ
て
、
水
で
ぬ
る
め
て
、
近
所
の
者
み

ん
な
順
番
で
入
り
ま
し
た
が
な
。
何
の
囲
い
も
な
い
露

天
風
呂
で
す
わ
。
そ
こ
へ
男
も
女
も
入
り
よ
り
ま
し
た
。

そ
ら
に
ぎ
や
か
で
し
た
で
ぇ
。
染
め
物
の
釜
で
沸
か
し

た
か
ら
青
い
湯
ウ
に
な
っ
た
り
赤
い
濁
り
に
な
っ
た
り

で
、
ほ
ん
ま
に
温
泉
み
た
い
や
っ
た
」

し
か
し
、
何
と
た
く
ま
し
さ
人
た
ち
だ
ろ
う
か
。

喜
出
石
ア
カ
ル

(
い
ず
し
・
あ
か
る
)
一
九
四
三
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
「
風
媒
花
」
「
火

曜
日
」
同
人
。
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
会
員
。
詩
集
「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
」
(
編
集
工

房
ノ
ア
刊
)

に
て
、
二
〇
〇
二
年
度
第
三
十
一
回
フ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
受
賞
。
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■
連
載
小
説
⑬

磁
ク
博
物
帝
ピ
ケ
心
音
事

96

「
タ
カ
シ
美
容
室
」
…
見
慣
れ
な
い
南
仏
風
の
店
構

え
は
多
く
の
人
の
目
を
ひ
い
た
。
流
行
と
い
え
ば
猫
も

杓
子
も
サ
ス
ー
ン
一
色
に
な
り
か
け
て
い
た
時
に
、
突

然
顔
を
出
し
た
こ
の
店
に
や
っ
て
く
る
の
は
比
較
的
落

ち
着
い
た
年
齢
層
の
女
性
た
ち
だ
っ
た
。
彼
女
た
ち
は

友
を
呼
び
、
そ
の
友
人
が
又
新
し
い
お
客
を
呼
ん
で
く

る
、
そ
ん
な
調
子
で
店
は
順
調
に
回
転
し
て
い
っ
た
。

僕
は
以
前
の
よ
う
に
「
何
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
」
と

い
っ
た
悠
長
な
こ
と
は
最
早
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
よ
り
も

「
美
し
く
な
り
た
い
」

と
願
う
頭
が
次
々

と
目
の
前
に
現
れ
、
も
っ
と
は
っ
き
り
と
し
た
現
実
と

し
て
僕
を
取
り
囲
ん
で
い
た
。
そ
こ
に
見
え
る
の
は
確

固
と
し
た
頭
髪
の
形
と
、
漠
然
と
し
た
人
々
の
思
い
…

そ
れ
ら
を
見
極
め
る
こ
と
に
日
々
追
わ
れ
、
そ
し
て
そ

れ
が
快
感
と
な
り
、
習
慣
と
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
人
は
ど
う
な
り
た
い
の
か
了
こ
の
人
の
髪
質
は

そ
の
思
い
に
ど
う
合
致
す
る
の
か
̃
そ
の
接
点
を
忠
実

に
追
い
か
け
る
と
、
流
行
と
い
う
の
は
エ
ッ
セ
ン
ス
で

し
か
な
く
な
っ
た
。
日
本
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
な
ど

と
い
う
妄
想
よ
り
も
、
満
足
げ
に
鏡
を
眺
め
る
ご
婦
人

中
野

順
哉

絵
・
題
字

平
田

郁

た
ち
の
笑
顔
。
そ
こ
に
彼
女
た
ち
の
発
見
が
あ
り
、
そ

の
発
見
が
彼
女
た
ち
の
周
り
明
る
く
し
て
ゆ
く
…
そ
し

て

「
発
見
」

は
僕
自
身
が
提
示
す
る
。

安
藤
先
生
の
と
こ
ろ
に
い
た
時
と
も
、
ま
た
増
岡
と

店
を
開
い
て
あ
く
せ
く
し
て
い
た
時
と
も
全
く
違
う
自

分
が
い
る
。
意
識
は
し
な
か
っ
た
が
、
気
が
付
く
と
、

ま
る
で
航
跡
の
よ
う
な
足
跡
が
白
く
輝
い
て
い
る
。
充

実
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
、
僕
は
前
に
進
ん
で
い
る
こ
と

を
実
感
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
時
、
ふ
と
僕
は
何
気
な
く

手
元
に
あ
っ
た
美
容
雑
誌
を
手
に
取
っ
た
。
ぱ
ら
ぱ
ら

と
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
有
名
な
イ
ギ
リ
ス
人
の
美
容
師

が
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
の
理
論
を
展
開
し
て
い
た
。

し
ば
ら
く
じ
っ
と
読
ん
で
い
た
が
、
驚
き
の
あ
ま
り
に

僕
は
雑
誌
を
投
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
。

「
ど
う
し
て
今
に
な
っ
て
こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と

を
書
い
て
い
る
ん
だ
…
」

こ
の
体
験
は
僕
に
自
信
を
与
え
た
。
と
い
う
よ
り
も
、

も
う
誰
の
手
も
借
り
ず
に
、
自
力
で
壁
を
登
っ
て
ゆ
く

し
か
な
い
ん
だ
と
い
う
思
い
に
た
だ
た
だ
た
め
息
が
漏

れ
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
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「
理
論
じ
ゃ
な
い
。
理
屈
で
も
な
い
。
人
の
心
を
ど

れ
く
ら
い
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
勝
負
な

ん
だ
。
人
を
知
り
、
人
の
思
い
を
受
け
入
れ
る
…
そ
の

幅
が
広
く
な
れ
ば
な
る
だ
け
、
お
客
は
輝
い
て
こ
の
店

を
出
る
。
美
容
で
あ
れ
な
ん
で
あ
れ
道
は
道
。
究
極
は

…
愛
す
る
っ
て
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
…
」

す
こ
し
大
き
な
声
の
独
り
言
。
閉
店
後
の
鏡
に
映
っ

た
自
分
の
顔
を
見
て
、
さ
っ
と
僕
は
赤
く
な
っ
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
五
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
一
九
八

一
年
、
僕
は
三
十
三
歳
に
な
っ
た
。
店
は
益
々
忙
し
さ

を
増
し
従
業
員
も
増
や
し
た
。
従
業
員
に
対
し
て
僕
は

安
藤
さ
ん
仕
込
み
の
強
烈
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
与
え
な

か
っ
た
。
義
務
も
与
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
彼
ら
は

懸
命
に
働
い
て
い
た
し
、
腕
も
上
げ
て
い
っ
た
。
何
も

言
わ
な
く
て
も
店
は
い
つ
も
綺
麗
だ
っ
た
し
、
彼
ら
一

人
ひ
と
り
に
お
客
も
つ
き
始
め
て
い
た
。
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ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
神
戸
と
い
う
街
自
体
も
に
わ
か

に
活
気
付
い
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
「
最
小
の
経
費
で

最
大
の
市
民
福
祉
」
を
理
念
と
し
た
神
戸
の
都
市
経
営

は
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
中
で
も
山
を

削
り
そ
の
上
を
も
っ
て
海
を
埋
め
立
て
る
と
い
う
発
想

は

「
ボ
ー
ト
ピ
ア
」

と
呼
ば
れ
る
人
工
の
島
を
生
み
出

し
、
そ
こ
で
三
月
か
ら
博
覧
会
が
開
か
れ
、
毎
日
多
く

の
人
を
神
戸
に
招
い
て
い
た
。
ま
さ
に

「
株
式
会
社
神

戸
市
」

は
、
戦
後
復
興
の
見
事
な
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

た
よ
う
だ
。
こ
の
勢
い
を
見
越
し
て
か
、
そ
れ
と
も
僕

の
わ
が
ま
ま
に
抗
し
き
れ
な
か
っ
た
の
か
、
音
楽
家
の

延
原
も
神
戸
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
彼
は
毎
朝

開
店
前
に
店
に
顔
を
出
し
て
は
僕
を
朝
食
に
誘
っ
た
。

そ
の
う
ち
あ
る
店
が
二
人
に
と
っ
て

「
朝
食
専
門
」

の

喫
茶
店
と
な
り
、
自
分
た
ち
で
持
ち
込
ん
だ
は
ち
み
つ

な
ど
を
置
い
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

延
原
も
相
変
わ
ら
ず
と
て
も
忙
し
そ
う
だ
っ
た
。
何

で
も
室
内
楽
団
体
の
経
営
の
上
で
、
何
ら
か
の
大
き
な

賞
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
か
で
、
顔
を
あ
わ
す
と
二

言
目
に
は

「
サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
賞
」
と
い
う
僕
に
と
っ

て
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
を
口
走
っ
て
い
た
。

「
そ
れ
っ
て
そ
ん
な
に
大
事
な
賞
な
ん
̃
」

「
ま
あ
な
…
こ
こ
五
年
の
う
ち
に
と
れ
れ
ば
万
々
歳

と
い
う
と
こ
ろ
か
な
?
」

「
団
体
の
た
め
̃
そ
れ
と
も
自
分
の
名
誉
̃
」

延
原
は
最
近
少
し
薄
く
な
っ
て
き
た
頭
を
両
サ
イ
ド

の
毛
で
隠
そ
う
と
し
な
が
ら
、
眼
鏡
を
は
ず
し
た
。

「
そ
ん
な
も
ん
…
自
分
の
た
め
や
っ
た
ら
こ
こ
ま
で

一
生
懸
命
に
な
ら
れ
へ
ん
で
。
僕
ら
の
活
動
は
文
化
的

に
は
大
事
な
こ
と
か
も
し
れ
ん
が
、
参
加
し
て
る
連
中

に
と
っ
て
は
そ
れ
以
前
に
生
活
も
あ
る
や
ろ
。
巻
き
込

ん
だ
僕
に
は
そ
れ
を
何
と
か
せ
ん
と
あ
か
ん
義
務
が
あ

る
。
団
体
の
経
営
に
必
死
に
な
る
の
も
そ
の
た
め
や
」

「
や
っ
ぱ
り
君
は
人
の
た
め
に
ば
か
り
奔
走
し
て
い

る
ん
だ
ね
。
で
も
、
本
当
に
そ
れ
で
団
体
っ
て
い
う
の

は
発
展
す
る
の
か
い
で
君
が
偉
く
な
っ
て
…
少
な
く
と

も
も
っ
と
も
っ
た
い
ぶ
っ
た
、
尊
大
な
男
に
な
っ
て
い

か
な
い
と
、
結
局
は
団
体
を
蟻
か
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
…
少
な
く
と
も
毎
朝
僕
と
朝
食
を
取
っ
て
ち
ゃ
駄
目

だ
よ
」「

は
は
は
は
…
お
お
き
に
。
あ
ん
た
く
ら
い
や
な
、

僕
の
こ
と
を
持
ち
上
げ
て
く
れ
る
ん
は
」

そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
も
二
人
の
間
に
は
、
ど
こ
か

明
日
は
明
日
で
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
楽
観
的

な
気
分
が
漂
っ
て
い
た
。
漠
然
と
し
て
い
た
が
将
来
は

明
る
い
と
、
ど
こ
か
で
強
く
そ
れ
を
信
じ
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
こ
の
街
の
発
展
と
と
も
に
…
。

そ
ん
な
あ
る
日
の
こ
と
。
閉
店
時
分
の
店
の
前
に
一

台
の
外
車
が
止
ま
っ
た
。
中
か
ら
飛
び
出
す
よ
う
に
一

人
の
男
が
降
り
て
き
た
。
男
は
ぐ
い
っ
と
店
の
扉
を
開

け
る
と
店
員
に
は
挨
拶
も
せ
ず
、
ま
っ
す
ぐ
僕
の
ほ
う

に
向
か
っ
て
き
た
。
増
岡
だ
っ
た
。

「
よ
う
!
」

懐
か
し
い
声
に
思
わ
ず
背
中
が
ぞ
く
っ
と
し
た
。
僕

は
店
員
に
染
色
用
の
コ
ン
プ
を
渡
す
と
、
そ
っ
と
お
客

か
ら
離
れ
、
増
岡
を
店
の
隅
に
引
っ
張
っ
て
い
っ
た
。

「
元
気
だ
っ
た
̃
」

「
あ
あ
、
ま
あ
な
。
随
分
盛
況
じ
ゃ
な
い
か
」

「
う
ん
…
ま
あ
ね
」

「
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
せ
。
神
戸
を
パ
リ
に
す
る
ん

だ
っ
て
̃
頑
張
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
」

「
あ
あ
…
あ
の
記
事
」
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延
原
が
連
れ
て
き
た
新
聞
記
者
に
い
ろ
い
ろ
と
話
し

て
い
た
こ
と
が
先
週
記
事
に
な
っ
て
い
た
。
増
岡
は
そ

れ
を
目
ざ
と
く
見
つ
け
た
に
違
い
な
い
。
相
変
わ
ら
ず

だ
と
思
う
一
方
、
何
か
昔
い
じ
め
ら
れ
た
ガ
キ
大
将
に

で
も
会
う
か
の
よ
う
な
気
分
で
、
店
員
の
手
前
僕
は
ち

よ
っ
と
ど
ぎ
ま
ぎ
し
て
い
た
。
よ
う
や
く
そ
れ
を
悟
ら

れ
な
い
よ
う
に
気
を
落
ち
着
か
せ
て

「
今
、
最
後
の
お

客
な
ん
だ
。
直
に
す
む
か
ら
そ
こ
の
ソ
フ
ァ
に
座
っ
て

待
っ
て
て
く
れ
よ
」

と
言
っ
た
。
増
岡
は
軽
く
領
く
と

ソ
フ
ァ
に
ど
っ
か
り
と
腰
掛
け
て
タ
バ
コ
に
火
を
つ
け

音」 I i・ 

‡ 

̃ ) 乾 

臆 二、、こここ 

し 

‾年上 ・翼 

l 

寸言 
予 

た
。最

後
の
客
が
帰
る
と
僕
は
増
岡

を
連
れ
て
外
に
出
た
。
簡
単
に
夕

食
を
す
ま
せ
、
よ
く
立
ち
寄
る
ス

タ
ン
ド
バ
ー
に
入
っ
た
。

「
連
絡
の
一
つ
で
も
く
れ
れ
ば
良

い
の
に
。
い
つ
日
本
に
帰
っ
て
き

た
の
了
」

「
帰
っ
て
き
ち
ゃ
い
な
い
よ
、
ち

ょ
っ
と
立
ち
寄
り
し
た
だ
け
さ
」

そ
う
言
っ
て
増
岡
は
バ
ー
ボ
ン
ウ

ィ
ス
キ
1
を
か
た
む
け
た
。

「
す
ぐ
に
出
て
ゆ
く
よ
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
ね
」

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
了
」

「
そ
う
さ
、
ま
さ
に
新
天
地
だ
よ
。

新
し
い
店
を
出
す
こ
と
に
し
た
ん
だ
。

パ
ト
ロ
ン
も
見
つ
け
た
し
」

「
そ
い
つ
は
す
ご
い
ね
。
で
も
そ

れ
だ
っ
た
ら
何
だ
っ
て
日
本
に
立

ち
寄
っ
た
の
̃
」

増
岡
は
ぐ
っ
と
一
息
で
グ
ラ
ス

を
空
け
る
と
、
も
う
一
杯
頼
ん
で

眉
を
よ
せ
た
。

「
君
に
ち
ょ
っ
と
相
談
が
あ
っ
て

ね
…
。
今
度
の
店
、
一
緒
に
や
ら
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100

な
い
か
と
思
っ
て
さ
」

「
え
了
今
度
の
店
っ
て
…
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
1
⊥

話
の
成
り
行
き
は
な
ん
と
な
く
予
期
し
て
い
た
も
の

の
、
余
り
の
唐
突
さ
に
僕
は
大
き
な
声
を
あ
げ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
様
子
を
さ
も
お
も
し
ろ
げ
に
見
つ
め
な
が

ら
増
岡
は
続
け
た
。

「
知
ら
な
い
国
で
店
を
出
す
な
ん
て
途
方
も
な
い
と

思
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
2
で
も
心
配
な
い
よ
。
そ
の
店
が

う
ま
く
い
け
ば
今
度
は
東
京
に
一
店
舗
ブ
ラ
ン
チ
を
作

る
ん
だ
。
そ
の
時
は
君
に
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
も
ら
お

う
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
。
ど
う
だ
い
̃
悪
い
話
で
は
な

い
だ
ろ
ー
」

「
で
も
…
僕
は
今
自
分
の
店
も
あ
る
し
、
満
足
も
し

て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
場
所
を
変
え
る
な
ん
て
こ
と
は
…
」

「
本
気
か
̃
お
い
お
い
、
し
っ
か
り
し
て
く
れ
よ
!

ま
さ
か
こ
の
神
戸
が
流
行
を
生
み
出
す
な
ん
て
本
気
で

信
じ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
̃
少
な
く
と
も
こ
ん
な

所
で
ご
婦
人
が
た
の
頭
を
弄
繰
り
回
し
て
た
っ
て
、
君

は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
は
な
れ
な

い
ぜ
。
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
な
い
っ
て
こ
と
は
、
い
つ
ま
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で
た
っ
て
も
客
は
君
の
こ
と
、
半
信
半
疑
の
目
で
見
続

け
る
っ
て
こ
と
だ
!
そ
ん
な
こ
と
で
良
い
の
か
了
」

「
そ
れ
で
え
え
ん
や
」

と
そ
の
時
増
岡
の
後
ろ
か
ら
勢
い
良
く
声
が
割
り
込

ん
で
き
た
。
増
岡
は
さ
っ
と
振
り
返
り
「
な
ん
だ
君
は
!
」

と
に
ら
み
つ
け
た
。
果
た
し
て
そ
こ
に
い
る
の
は
延
原

だ
っ
た
。
僕
は
増
岡
の
肩
を
ぽ
ん
と
叩
く
と

「
増
岡
、
い
い
ん
だ
よ
、
そ
い
つ
は
僕
の
友
達
で
延

原
っ
て
言
う
ん
だ
。
音
楽
家
だ
よ
。
延
原
、
紹
介
す
る

よ
、
安
藤
先
生
の
と
こ
ろ
で
修
行
中
に
出
会
っ
て
以
来

の
友
人
で
増
岡
・
‥
と
こ
ろ
で
よ
く
こ
こ
が
分
か
っ
た
な
」

「
さ
っ
き
店
に
電
話
を
し
た
ん
や
。
そ
し
た
ら
昔
な

じ
み
と
出
て
行
っ
た
っ
て
店
の
子
が
教
え
て
く
れ
た
か

ら
、
も
し
か
し
た
ら
と
思
う
て
こ
こ
に
来
た
ら
案
の
定
。

そ
や
け
ど
話
は
聞
か
せ
て
も
ろ
た
で
」

そ
う
言
っ
て
延
原
は
増
岡
を
に
ら
み
つ
け
る
と
、
語

気
を
多
少
荒
げ
て
言
っ
た
。

「
あ
ん
な
ぁ
、
あ
ん
た
は
一
体
全
体
何
が
し
と
う
て

美
容
し
て
る
ん
や
了
美
容
か
て
芸
術
や
な
い
か
、
芸
術

や
る
の
に
神
戸
も
東
京
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
あ
る
か
い

な
、
え
え
加
減
に
せ
な
あ
か
ん
で
」

「
君
、
失
敬
な
男
だ
な
!
」

増
岡
は
顔
色
を
変
え
て
、
息
も
荒
く
な
り
な
が
ら
、

よ
う
や
く
怒
気
を
抑
え
る
よ
う
に
抗
弁
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
延
原
は
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。

「
や
か
ま
し
い
!
黙
っ
て
聞
け
!
芸
術
に
も
色
々
あ

る
け
ど
、
究
極
の
と
こ
ろ
は
人
が
相
手
の
仕
事
や
な
い

か
。
そ
の
業
界
で
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
と
い
う
の
は

分
か
る
。
人
間
や
、
そ
ん
な
業
も
あ
る
や
ろ
う
。
そ
や

け
ど
そ
れ
に
な
ん
で
孝
が
必
要
や
ね
ん
。
孝
は
孝
で
自

分
の
店
を
持
っ
て
、
そ
こ
で
人
と
触
れ
合
い
な
が
ら
精

進
重
ね
て
る
ん
や
。
あ
ん
た
み
た
い
な
こ
と
言
う
て
た

ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
こ
う
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行

こ
う
が
何
に
も
な
ら
へ
ん
。
大
体
あ
ん
た
、
孝
の
話
で

は
一
緒
に
留
学
し
た
そ
う
や
な
い
か
。
孝
は
そ
こ
で
何

か
見
つ
け
て
き
た
ぞ
!
あ
ん
た
は
な
ん
や
!
そ
こ
で
何

か
見
つ
け
た
ん
か
!
ほ
ん
ま
に
何
か
見
付
か
っ
た
ん
や

っ
た
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
所
に
は
来
ん
や
ろ
!
違
う

か
!
あ
ん
た
、
自
分
が
ふ
ら
ふ
ら
し
て
る
か
ら
、
仲
間

を
誘
っ
て
安
心
し
よ
う
と
思
う
て
る
の
と
違
う
か
」

そ
の
後
口
論
と
い
う
よ
り
は
延
原
の
一
方
的
な
弁
舌

が
小
一
時
間
続
い
た
。
増
岡
は
何
度
か
反
撃
を
試
み
た

が
結
局
は
白
旗
を
振
っ
た
。
そ
し
て

「
じ
ゃ
あ
な
」

と

三
一
口
残
す
と
、
そ
そ
く
さ
と
ス
タ
ン
ド
バ
ー
か
ら
飛
び

出
し
て
い
っ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
…
や
り
す
ぎ
と
違
う
1
」

僕
が
そ
う
言
う
と
延
原
は
に
こ
り
と
笑
っ
て

「
そ
や
な
」

と
舌
を
出
し
た
。

「
そ
や
け
ど
、
や
り
過
ぎ
や
と
言
う
割
に
は
、
な
ん

か
す
っ
き
り
し
て
る
や
な
い
か
」

今
度
は
延
原
が
口
を
尖
ら
せ
た
。

「
今
夜
が
は
じ
め
て
さ
、
あ
い
つ
の
肩
を
僕
が
ぽ
ん

と
叩
い
た
の
は
ね
…
」

「
な
ん
や
つ
ま
ら
ん
」

結
局
そ
の
晩
は
二
人
で
朝
ま
で
飲
み
明
か
す
こ
と
に

な
っ
た
。

獲
中
野
順
哉
(
な
か
の
じ
ゅ
ん
や
)

一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。
関
西
学
院
大
学
文
学
部
フ
ラ

ン
ス
文
学
科
卒
業
。
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
代
表
代
行
。

上
方
講
談
の
作
家
で
も
あ
り
、
す
で
に
二
〇
を
超
え

る
作
品
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
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馨聾嚢
「第1 8回世界心身医学会議」に出席されるため、8月21日天皇・

皇后両陛下が神戸に。兵庫県公館で井戸兵庫県知事と昼食
をとられ、震災被災者を気遣われる質問をされたという。写真は

沿道の市民にお手を振られる美智子皇后様。

2005メリケン地蔵盆聞く
メリケン波止場のお地蔵さんに祈念する「第1 9回メリケン地蔵

盆」が8月21日しめやかに。再度山大譲吉・井上師の法話、ジ

ャズクインテッドのライブなどを楽しんだ。

ニーや予言年賀1

理
案
〇
〇
〇
r

」
丁
目

菰3固ユニバーサル
デザイン室同大会

こうぺ,

聞
石
市
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

矢
田
立
間
さ
ん
を
励
ま
す
芸

↑
現
神
戸
市
長
の
「
矢
田
立
郎
さ
ん
を
励
ま
す
会
」

が
8
月
3
1
日
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、
経
済
人
・
文
化
人
が
多
数
集
っ
た
。

も
て
「
「

高齢者や障害者をはじめ誰もが暮らしやすいユニバーサル

社会のための「篇3回ユニバーサルデザイン全国大会」が

8月17・18日神戸で開催された。シンポジウムや、障害者や

妊婦なども着やすいおしゃれなファッションショーなどが行な

われた。

海の盆2005
←地元市民や、さまざまな国の人々が-緒に顕るのが特徴の「2005年こうべ海の盆」

が8月20日メリケンパークで賑やかに。国際盆踊りコンテストには浴衣姿の外国人も

多数。

l明石市伝統文化ことも教室は、日本舞踊や上方文化、舞台演出やダンスを学ぶ

子とも教室。 7 ・ 8月に全6回にわたり中崎公会堂で開かれた。写真は子ともたちに日

本舞踊を教える大和松涛さん。
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†福祉機器、ユニバーサル玩具の体験や、車椅子のスポーツ教室な

どが開かれる「ミプロキッズフェア2○○5in神戸」が9月1〇・1 1日ニチイ

学館ポートアイランドセンターで。同日、開港前の神戸空港で、車椅

子陸上競技のトップアスリート・廣道純さんと子ともたちが車椅子マラ

ソン教室を。

7エニックス〃ジャズ・フェスティバル
空 中‾ら・叩姉細心肌用で吹、間

†震災の年から始まった「フェニックスジャズフェスティバル」

が、今年も8月28日神戸文化ホールで。震災メモリアル・ジ

ャズ・オーケストラの演奏時には震災直後の街、復興した

街の写真がスクi)-ンに。アメリカの名門・lく-クリー音楽

大学から学生、教授陣のバンド、今回はゲイリー・パートン率

いる若手演奏家の「G飢er如0nS」が登場。

ニ主事・心!
†美容室「lMAGINE」が開催する写真展「100人の笑顔

展」が9月3へ8日トアギャラリーで開催。美容室を訪れたお

客さんやスタッフの笑顔、イラストなど、思わずこちらも笑顔

になってしまう写真展。

↑
日
本
画
家
の
片
上
香

苗
さ
ん
の
個
展
が
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ミ
ウ
ラ
で
開
か
れ
た
。

†今年1 2月に開催される「震災1 0年神戸からの発信・フ

ィナーレーありがとう!そして明日からもへ」の記者発表会

が、会場となる神戸ウイングスタジアムで行なわれた。ゼ

ネラルアドバイザー・ぽんばひろふみさん、プロデューサー・

森下悦伸さん、竹中幸雄事務局長が出席、ミュージシャ

ンが集まり音楽とトークで楽しいステージをと説明。

北
野
観
月
会

九
・
九
〇
合
や
場

香
車
七
千
九
月
九
〇
十
枚
奇
で

・
会
費
羊
○
○
a
円

† 9月9日、北野天満神社で「九九の会」開催。神社内

† (株)ヒサコネイル創業30周年、ヒサコヤマサキネイルスクール開校 の舞台にさまざまなアーティストが登場。写真は、インド古

20周年記念パーティが開かれた。高齢者を訪問してののネイルケア 典舞踊家・藤原真奈美さん。
など、心を癒すネイルセラピーを目指し、活動を続けている。写真はあ

いさつをする山崎比紗子代表取締役。

←嶋田稔万&SONARゴスペルライブが、8月28日六甲のライ

ブハウス「メイテンポエッジ」で。ソウルフルなライブの最後には、

嶋田率いるゴスペル教室の生徒たち数十名が舞台に上がった。

Jカラオケスナック「ちか」主催なつメロ歌謡ショーがボスト

ンクラブで開催された。
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